
子育てと両立しながら地元の方のために 
働いています！
法科大学院で学ぶということ
　司法試験に向けた勉強をするとい

う程度のイメージしかないまま法科

大学院に進学したのですが、思って

いた以上に面白く、充実した日々で

した。学部の授業よりも実践的な内

容となる問題検討や判例研究は、ま

るで一人前の法曹になったようでわ

くわくしましたし、実務家教員の授

業では、裁判官、検察官、弁護士の

それぞれが持つ、職業に対する信念

に触れることができ、胸を打たれた

のを覚えています。

　弁護士による授業では、北海道内

の行政や経済、地元で起こった刑事

事件など、日頃ニュースで見聞きす

る出来事に、弁護士がどのような関

わりをしているのか、具体的な話を

伺うことができ、弁護士として北海

道で働くことの楽しさや意義を考え

ることができました。

　法科大学院でお世話になった実務

家教員や、一緒に勉強をした仲間と

は、弁護士になってからも、困った

ことがあれば相談をしたり、時には

一緒にお酒を飲んで仕事について語

り合うこともあります。私にとって、

尊敬できる先輩法曹や仲間に出会え

たことが、法科大学院に行って最も

有意義だったことかもしれません。

今の仕事を選んだきっかけ
　高校の政治経済の授業で、平等権

や思想良心の自由など、憲法が定め

る基本的人権の理念に触れたことが

きっかけで、法律の世界に興味を持

ちました。そして、自分の正しいと

思うことを貫いて人の役に立つこと

ができる弁護士を志すようになりま

した。

　弁護士という資格があれば、子育

てや家庭の状況に応じて働き方を自

分で自由に決められるので、女性に

とって働きやすい職業なのではない

かという考えもありました。

仕事の魅力
　私にとって、弁護士の仕事の魅力

は、自由であることです。弁護士は、

信念に反する仕事を誰かに強制され

ることはありませんし、どのような

分野に力を入れたいか、どのような

働き方をしたいかも自分次第です。

　私は現在、２歳になる息子を育て

ています。息子が１歳を過ぎた頃に

育休から復帰しましたが、今は子ど

もが小さいうちに一緒にいられる時

間を大切にしたいと思い、自宅でで

きる作業は自宅でするようにして、

平日でも事務所に出ず、自宅で子ど

もと過ごす日を設けています。理解

ある事務所であることも幸いしてい

ますが、このような自由な働き方が

できるのも、弁護士の良いところだ

なと日々実感しています。

法曹を目指す皆さんへの 
メッセージ
　弁護士は、自分の働き方、ライフ

スタイルを自分で決めたいという方

にはぴったりの職業だと思います。

一つとして同じ事件はなく、日々押

し寄せる様々な問題に対応するのは

大変ですが、それを超えるやりがい、

面白さがある仕事です。

現在の仕事内容

民事、家事事件のほか、女性としての視

点を活かせる、犯罪被害者支援にも力を

入れています。
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